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◆冬季セミナー：『森林資源としてのエゾシカ（現状そして今後）』 

今年最初の冬季セミナーを 12月4日リンケージプラザにて森林総研研究員・松浦 友紀子さんを

迎えて開催しました。松浦さんは千葉県出身で北大大学院獣医学研究科を経て、森林総研北海道支

社に勤務し森林生態系に強い影響力のあるエゾシカの研究をしています。また、女性ハンターの団

体「TWIN」を設立し代表を務めています。講演内容の概要をお知らせします。 

1．最近のシカ問題 

 森林におけるエゾシカによる被害は、樹皮食い、角研ぎによる樹木の枯死、下層植生の消失、森

林更新が出来ない、土砂流出などがある。生息数は道庁の推定では、約 56万頭と最近の狩猟の成果

から若干減少傾向にある。しかし、北海道西部では横ばい傾向にあり、支笏湖周辺で冬を過ごして

夏は札幌や北広島近郊の畑や牧

草地に移動している。中には

100kmも移動するシカが確認さ

れている。スマートディアと呼

ばれる学習能力に優れたシカが

現れ、禁猟区域・時間に出没し

捕獲するのが難しくなっている。

シカの繁殖力は非常に高く、1

年に 21%増えて4、5年で倍の生

息数になる、などの問題点が指

摘されました。 

2．ハンターの役割と現状 

 ハンターは野生動物管理の担

い手となって活躍が期待されて

いるが、60歳以上が40％を占め

る高齢化が深刻な状況となり、絶滅危惧種と呼ばれている。女性ハンターが占める割合は、全国で

0.7%、北海道では少し多く 1.7%となっている。世界中の女性ハンターの組織化が進んでいて「TWINN」

では、女性ハンター同士の情報交換や服装の提案など女性の狩猟環境の整備に力を入れている。一

方、狩猟事故による死者は年間に 10人前後で推移しており、マナー向上を通じて死亡事故、他損事

故の減少が求められている。 

3．森林資源としてのシカ肉 

 シカ肉は高タンパク、低脂肪、低カロリーで鉄分も豊富な食材として魅力が大きいが流通してい

るのは全体の 17%です。旬のジビエ(狩猟によって捕獲された野生の鳥獣)としてもっと食べて、生

物多様性の実現に貢献しましょう！と結ばれました。 

質疑応答では流通の点から高価になっていること、好む樹皮はオンコ、ハルニレなど。食べなき

ゃただのゴミ、我々も機会を作ってもっと食べて森林の育林・管理に貢献しましょう。松浦先生の

ますますのご活躍を祈念して、お礼とします。（文・橿棒）  
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■ 活動報告                                                        
 

 

◆リンゴ園便り 

三角山の麓、約80年の歴史をきざむ斎藤リンゴ園の今年の作業も無事終了し、収穫を終えた畑は

落葉した主役たちが静かに冬の季節を待っています。 

早春の剪定、5月の開花と同時に摘花と摘果

作業、お盆が過ぎると葉もぎが始まり早生リン

ゴの収穫です。脚立を上がり一つずつ丁寧にか

ごに入れます。落とすと 1年の苦労が水の泡で

す。緊張します。収穫は手抜き仕事のツケが確

実に回ってきます。正直なものです。 

ここには澄川にこない会員や一人ボランティ

アも集い、にぎやかな働きぶりです。寒い今で

もなじみのお客が絶えません。赤いりんごは一

番の健康食品でもあります。 

ここでは国光や旭、レッドゴールド赤ふじに

王林そしてハックナインと北海道のリンゴ品種

改良の歴史が一目瞭然です。最近は桃やプルーン、ブルーベリーなどの栽培にも取り組んでいます。

斎藤リンゴ園の努力と熱意に敬服するばかりです。（文・加藤） 

 

◆避難小屋の支柱が完成(活動報告・2014年 12月 2日) 

Eゾーン活動地に建設中の避難小屋にやっと支柱と梁・桁が完成、越冬の準備ができた。 

夏場より間伐材を使って製材した梁・桁材と、ニセ

アカシヤ外来種除伐木をそのまま利用した支柱で避難

小屋を建設中でしたが、積雪前にどうにか支柱と屋根

の基礎体が完成。今年度の工事をいったん中断する。 

明年4月の雪解けとともに方形屋根(ほうぎょうや

ね)の取付工事を再開します。 

支柱も含め乾燥が不十分で加工中も乾燥が進むにつ

れ木材の暴れが激しく悪戦苦闘。何とか建物らしき姿

になりました。みなさんお疲れ様でした。(文・西野) 

 

◆礼文町長より感謝状 

11月19日札幌モーニングロータリークラブから招待を受けて朝食会に行ってきました。当クラ

ブには幌单の森の看板助成など長年お世話になっておりますが､今回は礼文町長からサクラ苗の感

謝状を預かって来ており受け取りに来てほしいとのこ

とでした。 

今年の夏、礼文島の廃校跡地にとのことで北国の森

づくりサークルとロータリークラブ経由にてエゾヤマ

ザクラH１ｍ・30本を澄川の苗畑で提供したものです。

うまく開花するのを願っています。 

卓話を頼まれて「森林ボランティアから見た CSR」

と題してパワーポイントにて 30分ほど会の活動現況

を話しました。（文・酒井） 
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■ お知らせ                                                        

◆伐木安全講習会を実施 

12月3日（水）会員例会で酒井代表幹事から「木を倒す時の注意点・・最近の事故の記事を含め

て」と題して安全講習を実施しました。 

普段我々の安全に対する意識としては作業前の

朝礼、ラジオ体操、安全手帳の携帯、2年ごとに

札幌市の救急救命講座の実施、そして会員例会で

の安全に対する伝達研修等を行っています。 

冒頭、酒井さんからは現場で事故に遭遇した時

は応急処置と 119番に電話して救急車の要請をす

るか、最寄りの医療機関を紹介して貰い参加メン

バー内での素早い対応を取る事が大切であると教

えられた。また、最近の伐採作業時の死亡事故を

受けて想定される危険を回避するためイラストに

よる解説は解り易い講義でした。 

この座学の伐木安全講習会実技編を1月14日澄川で実施します。（文・事務局） 

 

 

 

『森ボラ図書コーナー』図書の案内 

 今回は、「(公益社団法人)北海道森と緑の会」を通じて購入した図書を紹介します。閲覧、貸出

し、今後の購入希望図書がありましたら市山、橿棒まで連絡をお願いします。(文・橿棒) 
 

森ボラ図書コーナー蔵書(購入日：2014.10.20) 
No. 図 書 名 著者、編者・監修 発行所 価格(円) 

18 『平成26年度 森林・林業白書』 林野庁 (社)全国林業普及協会 2,376 

19 
『作業道ｾﾞﾐﾅｰﾙ 

基本技術とプロの技』 
酒井 秀夫 (社)全国林業普及協会 3,780 

20 『北海道樹木の病気・虫害・獣害』 
北海道立 
林業試験場 

(公社)北海道森と緑の会 2,600 

21 
『森林・林業・木材 

基本用語の解説』 
北海道 

森と緑の会 
(公社)北海道森と緑の会 2,000 

22 
『森で遊ぼうｼﾘｰｽ  ゙

おもしろい木の話』 
北海道立 
林業試験場 

(公社)北海道森と緑の会 1,000 

23 
『森で遊ぼうｼﾘｰｽ  ゙

もっと知りたい森と木の話』 
北海道立 
林業試験場 

(公社)北海道森と緑の会 1,300 

 

第二回理事会報告（2014年度前期事業報告、会計報告） 

11月28日（金）アークス本社ビル２階会議室で今期２回目の理事会を開催しました。出席者 7

名、委任状は 5通で理事会は成立。 

冒頭横山理事長からのご挨拶では、この一年、皆さんに任せきりですが、どこに行っても協会活

動の事をよく耳にします。10年を過ぎても順調に推移し、また社会的に評価を受けている証拠と確

信しています。高齢化は進んでいますが元気で継続して頑張って頂きたいとの訓示を受けました。 

横山理事長を議長として議事は進められ次の二議案は承認さてました。 

第一号議案 2014年度前期事業報告及び会計報告 

第二号議案 2014年度前期事業「森ボラ協議会」事業報告及び会計報告 

その他検討事項として、来期の繰越金に付いて検討されました。（文・事務局）  
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出席者：市山・大窪・荻田・橿棒・酒井・髙野・釣井・西野（悌）・矢澤・和田 
 

1. 2014年12月、2015年1月スケジュール・・幹事会 2015年1月9日（金） 

2. 第二回理事会報告・・11月28日 第二回理事会 理事数12名（出席者7名、委任状5名） 

9月までの協会、森ボラ協議会の前期事業報告、会計報告は承認されました。 

3. 親子森林教室（森しり隊）報告・・会員例会への報告は2月12日 

澄川单小学校用かんじき作り 1月に開始 

4. 森林・山林多面的発揮機能対策進行状況・・1月21日会員例会で活動状況報告。 

A,B,C地区の標準木 151本を選定しました。 

5. ホーマック支援ミネッコンの複数樹種の検討・・幼稚園のクラス毎にヤマグリ、ミズナラ、 

オニグルミの樹種を振り分けてカミネッコンを作ることに決定。 

6. 活動報告 

ローソン第4期進捗状況・・避難小屋進行状況はＰ2参照。E-1,2,3,4の林道整備完了。 

間伐計画はC-4、A-4を2月までに終わらせ、3月からE-2のニセアカシアの除伐を開始します。 

7. 委員会報告 

広報委員会・・“札幌ふるさとの樹木”をアクセスすると森ボラHPのトップ画面が表示され

ます。  

業務委員会・・12月活動報告。   助成委員会・・親子森林教室の助成先を模索して行く。    

研修委員会・・1月21日：会員例会とセミナーの詳細は1月作業参加申込書参照の事。 

2月12日：会員例会と救急救命講習予定。 

 

 

8. その他 

・忘年会（12/12・13）・・参加者21名 

・支笏湖林道復旧状況・・烏柵舞林道は通行可。水明郷林道は今年中に修復予定 

    ・11月会計報告 

 

 

 

活動日 行事・活動地 参加数 活動内容 

11月18日（火） 澄川 14 B,C区標準木選定（46本）、キャリコ道整備 

11月20日（木） 澄川 15 C-1標準木選定（63本）、避難小屋製作 

11月21日（金） ラルズビル 11 臨時幹事会 

11月25日（火） 澄川 19 C-4倒木、枯損木処理、B,C区間引き作業 

11月27日（木） 澄川 21 C-4危険木、蔓処理、基地内作業道見回り 

11月28日（金） アークス本社ビル 7 2014年第二回理事会 

12月 2日（火） 澄川 16 C-2整理伐木、避難小屋芯柱建て完了 

12月 3日（水） リンケージ 25 
会員例会：伐木安全講習会・酒井代表会幹事 
セミナー：森林資源としてのエゾシカ 

講師:松浦友紀子先生（森林総研） 

12月 5日（金） ラルズビル 10 定例幹事会 

12月 9日（火） 澄川 20 チェンソーと刈払機整備、機械器具の棚卸 

■ 活動履歴                

 

■ 今月の幹事会                                                     

1月からの冬季セミナーの会場は札幌エルプラザになりました 
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